
見積書・請求書の情報共有だけに
とどまらず承認作業もスムーズに。
20クライアントで全社員が情報共有し、
その団結力で会社を前進させていく。

・各営業社員でバラバラだったExcel®での見積書を一つのフォ
ーマットで定形化したい。

・各営業担当者の見積書や売上の数字をすぐに確認できるよう
にしたい。

・必要な数字を営業社員だけでなく全社員が共有できるように
したい。

・『PCA商魂X』の見積書に統一することで、見やすさだけでなく業務のルー
ル化にも成功。

・『PCA商魂X』は見積と売上が紐づけられており、見積金額だけでなく利益
率なども伝票入力画面上で一目で確認できる。

・①for SQLによるネットワーク化で見積書を全社員がいつでも確認でき
る。②ネットワーク化と使用ソフトの統一によって見積書発行の承認作
業もスムーズに。③閲覧できる数字には社員ごとに権限を設定し、20ク
ライアントでも高い機密性で運用できる。

導入効果

導入システム

導入の狙い

1961年に設立した株式会社オオタヤ。その前身は1920年（大正9年）創業の紙の小売業に始まる。その

後90年以上にわたりオフィスが必要とするOA機器や文具、会計ソフトや各種システムの構築など、時

代に応じた商品を届けてきた。そんな同社が販売管理の基幹業務システムとして選んだのがPCA製品

だ。課題であった営業社員同士の情報共有について成果が出ているだけでなく、適正な業務の流れを整

備できたという。PCAを含む複数の会計ソフトを販売する同社に、PCA製品のメリットも伺った。

株式会社 オオタヤ

PCA 導入事例

・PCA 商魂 for SQL (20CAL)
・PCA 商管 for SQL (20CAL)
・PCA Client-API ※1

PCA Client-API

プロファイル

株式会社 オオタヤ
□所在地︓〒371-0855 群馬県前橋市問屋町1-10-7
□設立年月日︓1961年11月30日
□従業員数︓25名
□資本金︓1,000万円
□主業種︓小売業
□URL︓http://www.ootaya.co.jp

□業務内容︓
○OA機器/システム製品販売
   複合機･プリンタ･FAX・パソコン・サーバー･周辺機器
   各種ソフトウェア販売（Microsoft 認定パートナー）
○文具･事務用品販売
   オフィス用品通販「smart office」
   名入れ･ノベルティ･防災用品・各種文具事務用品販売
○オフィス環境ソリューション
   什器･パーティション･内装・LAN配線･電気･設備工事・電話回線切替/電話機
   移転マネジメント･原状回復・LED照明販売/工事
○修理/保守
   複合機/プリンタ/FAX/PC保守・修理・ネットワーク構築・保守



群馬県前橋市に本社を置く株式会社オオ
タヤはOA機器や文具、各種ソフトやシステ
ム構築などオフィスが必要とする商品・サー
ビスを幅広く販売している。自社オリジナル
の保守ソリューションブランド「OASiS（オア
シス）」のサービスやパソコン教室で使用さ
れるタブレットの販売、また公共施設で使
われる各種OA機器など、企業だけに特化せ
ず様々な顧客のニーズに臨機応変に対応し
ている企業だ。

同社では以前これらの商品・サービスの販
売管理、とりわけ見積業務については各営
業社員に委ねる部分が大きかったという。
「 具 体 的には 見 積りを各営 業 社 員 が

Excel®で作成し、フォーマットもバラバラで
した。当社では営業社員とお客様との関係
が強く、個人商店のように1対1で行う営業
スタイルのため、他の営業社員がどの商品を
どのくらいの金額で見積書を作成したのか
わかりにくい状態でした。請求業務や売上確
認は事務担当者が入力しており、他の営業
社員が以前出した見積金額を知りたい場合
は、いちいち事務担当者に問い合わせていま
した。このままでは効率面や管理面につい
て問題がある。そこで全営業社員、そして全
社員が同じフォーマットで等しく数字を確認
できるようにしようと考え、システムを見直
しました」（システム技術本部 テクニカル
サービスグループ 係長 茂木享氏）

「営業社員だけでなく全社員が数字を等
しく共有できるようにしたい」。そこで選ば
　

○見積書の形式を統一し、誰も
   が等しく数字を確認できる
   ようにしたい

れたのが『PCA商魂X for SQL』『PCA商管X 
for SQL』の20クライアントだ。このシステ
ムは、別途マイクロソフト社のSQL Server 
2012スタンダードライセンス(ユーザー
CAL)を20以上購入することで、同時に20名
までが『PCA商魂X』『PCA商管X』を使用す
ることができる。同社はSQL Serverライセ
ンスを全社員（端末）分の25ライセンス購入
しているので、同時使用は20名までだが25
台へのインストールが可能だ。これにより全
社員が見積書や請求書の数字を確認・出力
できる。
「同時使用数については導入する企業に

よって様々な考え方があると思います。中に
はなるべく少なく見積もった使用数で導入
している企業もあるでしょうが、当社の場合
はほぼ全社員が同時に使えて、全社員が情
報共有できることに意味があると考え20ク
ライアントにしました」（茂木氏）

導入前の運用と課題

○20クライアントで運用。全社
   員が情報共有できることに
   意味がある

選定のポイント

同社はPCA販売店でもあるため、PCA製
品について事前の情報や知識を豊富に持っ
ていた点も選定ポイントに含まれる。

代表取締役 都丸和俊氏はPCA製品を次
のように評価している。
「当社ではお客様にPCAを販売する立場

でもあり、かつ自社内でも販売管理を託す
重要な業務アプリケーションとして利用して
います。請求業務や見積業務、受発注など何
の不満もなく使用しています。PCA以外の
会計ソフトも取り扱っており、各メーカーに
よってそれぞれ一長一短はあると思います
が、販売管理業務を『PCA商魂X』『PCA商管
X』の入力・操作手順に沿うことで、自社内の
業務をよりスムーズに運用できルール化で
きると考えました」（都丸氏）

○自社内の販売管理業務をPCA
   によってルール化する

導入後の効果

○情報共有に加えて承認作業
   もスムーズに

株式会社 オオタヤ
システム技術本部
テクニカルサービスグループ
係長
茂木 享 氏

株式会社 オオタヤ
代表取締役
都丸和俊 氏

株式会社 オオタヤ
事務担当
近藤 恵子 氏

【取材にご協力いただいた皆さま】

※ 1）︓PCAクラウドサービス、オンプレミス版
パッケージ製品の両方に対応した、カスタ
マイズプログラムを開発するための、API
サービスです。



株式会社 オオタヤ

○カスタマイズによって受注と
   発注を同時入力

同社では受発注システムのカスタマイズ
も行っている。これは一案件ごとの受注伝票
を入力すると同時に、仕入先ごとに仕分けさ
れた発注伝票を自動作成するカスタマイズ
で、案件ごとに複数の発注先がある発注業
務の効率化に役立っている。
「この受発注システムのカスタマイズは、

事務方の負担をなるべく減らすことが目的
だったと聞いています。以前は受注入力と発
注入力の二重の手間が必要でしたが、この
ロスを減らすためにカスタマイズを加えま
した。業務の効率化、確実化、ルール化とい
う面でいずれも効果があったと感じていま
す」（事務担当 近藤恵子氏）

同社では日中社内にいる事務担当者は、
顧客から消耗品などの注文があるとそれを
　

現在同社では見積書の作成・出力・確認を
次のように行っている。①営業社員は『PCA
商魂X』に見積額等を入力し見積書を登録。
→②同時に見積番号を上長に報告。→③上
長が見積番号から該当の見積書を迅速に検
索し確認・承認。

この新しい一連の作業によって全社員が
情報を共有できるだけでなく、上長による承
認作業もスムーズに行えるようになり、見積
書を確実に発行する社内ルールを整えるこ
とができた。

また代表取締役を含めた経営陣が自分の
デスクのパソコンから利益などの細かな数
字 も 確 認 できるように な った 。以 前の
Excel®の見積書ではフォーマットも各自で
違い、利益率を一目で確認することが難し
かったが、現在は全員が『PCA商魂X』を使
い、簡単に利益率を確認できる。
「今回の導入によって業務を正しい方向、

良い方向に向かわせることができました。営
業の数字の情報共有については他にもまだ
効果があって、営業社員それぞれの売上額
　

もすぐに確認できるようになったため、自身
のモチベーションアップに活用する社員も
いるようです」（茂木氏）

社内の様子

システム概況図

見 積 書 を『 P C A 商 魂 』の
フォーマットへ統一。定型化
したことで利益率などがす
ぐ分かるようになった。

売上伝票入力

適切な情報共有によって、
業務を確実化・ルール化・効率化でき、

仕事を進めやすくなった。

適切な情報共有によって、
業務を確実化・ルール化・効率化でき、

仕事を進めやすくなった。

『PCA商魂』の売上画面では、利
益率や原価合計なども案件ご
とにすぐにわかる。

以前は・・・
見積書は各営業がExcel®で
作成していたため、フォー
マットがバラバラ。

ほぼ全社員が｢見積・請求書｣の数字を共有。

for SQL 20CAL

PCA
商魂

PCA
商管

PCA商魂

見積番号によって、上長
は見積書をすぐに確認
でき承認。

経営陣も数字を常に確
認できる。

カスタマイズで受発注
の同時入力が可能に。

権限設定によって数字
の機密性を守ることが
できる。

PCA商管



なソリューションを提供しています。現在は
機器やソフトを買うだけなら地方ではネッ
ト通販が主流になりつつあります。その中
で当社が持つ強みは充実したアフターサー
ビスを用意していることです。よいアフター
サービスのためには商品への知識が必要
で、そのためには教育も必要です。それに
よって生まれた付加価値を認めてもらうこ
とが重要です」（都丸氏）

株式会社 オオタヤ

※ExcelⓇは Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
※会社名と製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。
※記載内容は取材当時の情報を元に作成しております。現在とは内容が異なる場合がございますのでご了承ください。 2017.06.01

TEL.03(5211)2700 FAX.03(5211)2740本社 〒102-8171 東京都千代田区富士見1-2-21 PCAビル

ピー・シー・エー株式会社 Since 1980.8.1

茂木氏は導入先企業の規模や使い方に
よって、使用台数やソフト、システムの種類
など選択肢を数多く用意できるのがPCA製
品の特徴だと語る。
「当社のように同時使用数の観点からネッ

トワークの幅を選ぶこともできますし、個人
事業主であれば『じまんシリーズ』などでも
よいでしょう。コストパフォーマンスの面で
見てもPCAは導入しやすく、また顧客へ提案
しやすいソフトの一つだと思います」（茂木
氏）

代表取締役 都丸氏はソリューションの選
択肢を増やすことに加え、その中身・サービ
スの質が商品力になると語る。
「当社ではPCAを含め様々なメーカーのソ

フトやアプリケーションを加え、顧客に最適
　

概ね満足してPCA製品を利用している同
社だが、例えば『PCA商魂X』のフリーフォー
マットをさらに微調整できる柔軟性が欲し
いなどのご意見もいただいている。一方で
PCAに寄せる期待も大きいと都丸氏は語
る。
「今後はサービスの質がより問われていく

とお話ししましたが、サービスの付加価値を
高めるためにもPCAにはさらに独自性のあ
るソフトを開発していただきたいです。先ほ
どから繰り返し“全社員共有”を強調したの
は、当社が典型的な中小企業であり社員一
人ひとりの歯車がきちんと噛み合ってなけ
れば前進できないという思いがあるからで
す。当社は長い歴史を持つ企業ですが、それ
は柔軟に時代のニーズに応えられてきたか
らだと思います。今後もさらに歴史を重ねて
いけるように、変化に柔軟に対応しお客様の
ご要望にお応えしていきたいと思います」

（都丸氏）

今後の展望

○PCA製品は選択肢の幅が広く、
   導入しやすく提案もしやすい

入力・発注する業務も担っている。そのため
営業社員と同様に数字を共有できる環境が
必要だった。『PCA商魂X』『PCA商管X』では
金額・会社名・担当者など状況に応じた様々
な条件で検索ができ、顧客からの商品の問
い合わせにも対応しやすい。また誰がどの
データを閲覧・操作できるかの権限も細か
く設定でき、同社のように20クライアントで
利用しても機密性の高い運用が可能だ。

同社がPCA製品を初めて社内で運用した
のは2001年。これまで数度のバージョン
アップを経て『PCA商魂』『PCA商管』を利用
し続けている近藤氏は次のように評価して
いる。
「個人的な感想として、PCAソフトは高い

汎用性がありながら操作がしやすいです。
導入後多くの従業員が操作してきましたが、
基本的な操作であればあっという間にでき
ました。誰もが使える販売管理ソフトだと思
います」（近藤氏）

○時代に柔軟に対応できるサー
   ビス、そしてソフト開発に期待

株式会社 オオタヤ HP
http://www.ootaya.co.jp
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